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第５節 道路・交通の整備方針 

１ 道路・交通の基本的方向性 

つくば市は，常磐自動車道や首都圏中央連絡自動車道をはじめ，国道 125

号，国道 354 号，国道 408 号，学園東大通り，学園西大通り等の主要幹線道路

が都市の骨格を形成しています。 

今後の道路整備については，都市計画道路等の整備を促進するなど，道路ネ

ットワークの形成を推進します。一方，首都圏の環状の連絡機能を果たす首都

圏中央連絡自動車道の整備を促進し，常磐自動車道や首都圏中央連絡自動車道

と広域幹線道路により格子状の広域交通網を構築します。 

また，歩行者・自転車の安全と円滑な自動車交通を確保するため，歩車道分

離や交通量の多い路線のバイパス整備等を進めます。 

公共交通は，環境負荷の小さい交通体系として地球温暖化対策にもつなが

ることから，利用促進を図るとともに，

つくばエクスプレスの各駅を拠点とす

る市内交通体系の充実に努めます。 

つくばエクスプレス各駅等の交通結

節点やその周辺においては，ユニバー

サルデザインに配慮した交通施設の充

実や，自転車利用環境及び歩行空間の

整備を進めることで人の交流を促し，

にぎわいの創出を図ります。 

 

２ 道路・交通の整備方針 

（１）幹線道路の整備・促進 

（幹線道路ネットワークの整備） 

◆ 将来的な交通需要への対応や生活の基盤を支える道路網を構築するため，

都市計画道路等の整備を進めながら，つくばエクスプレス各駅と各拠点間を

結ぶ体系的な道路ネットワークの形成を図ります。  
◆ 将来道路交通網の中の構想路線については，都市計画決定を検討します。 

（主要幹線道路の整備促進） 

◆ 社会，経済，文化等の広域交流ネットワークを強化する役割を担う首都圏

中央連絡自動車道のつくば中央インターチェンジ以西の開通を促進します。 
◆ 国道６号，国道 125 号，国道 354 号のバイパス等の主要幹線道路の整備を

促進します。  
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（幹線道路等の整備） 

◆ 都市計画決定されている路線については，早期の事業着手及び整備を推進

します。  
◆ 現在整備中または整備に着手することを予定する主要な路線は，以下の表

のとおりです。 

 

交 通 施 設  路 線 施 設 名 等  

自動車 専用 道路  １・３・ ２ 首都圏 中央 連絡自 動車 道線  

主要幹 線道 路 

３・２・ １ 学園東 大通 り線（国道 408 号） 

３・３・１３ 松代河 原崎 線 

３・３・１４ 境松西 平塚 線 

３・２・２９ 牛久土 浦線 （国道６号牛 久土浦バイパス） 

３・３・３３ 寺具北 条線 （国道 125 号バイパス） 

３・２・３４ 真瀬今 鹿島 線 

３・２・３６ 真瀬大 角豆 線（国道 354 号バイパス） 

３・２・３７ 西平塚 高野 線 

都市幹 線道 路 

３・４・３０ 天宝喜・茎 崎線  

３・４・３１ 高崎線  

３・３・３２ 小山大 井線  

３・２・３８ 妻木金 田線  

３・３・３９ 上野花 室線  

３・２・４０ 新都市 中央 通り線 

３・３・４１ 萱丸東 西線  

３・２・４２ 島名上 河原 崎線  

３・４・４５ 谷田部 花島 線 

幹線道 路  

３・５・２３ 田倉上 郷線  

３・５・２４ 台宿線  

３・４・４６ 葛城北 線  

３・４・４９ 葛城東 光台 線 

３・４・５６ 小白硲 島名 線 

３・４・５７ 島名原 新田 線 

３・４・５８ 谷田部 萱丸 線 

３・４・６１ 萱丸片 田線  

３・４・６２ 上河原 崎東 環状線  

３・４・６３ 上河原 崎西 環状線  

３・４・６４ 小白硲 御幸 が丘線 

３・４・６５ 小白硲 谷田 部線  

３・４・６６ 台町萱 丸線  

３・４・７０ 酒丸上 沢線  
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（２）一般道路整備 

（一般道路ネットワークの整備） 

◆ 道路ネットワークの形成を図るため，格子状の広域交通網を補完する道路

整備を推進します。  
◆ 既成市街地内や農村集落内の交通量の削減及び歩行者等の通行の安全性

を高めるため，その外側を通るバイパス道路の整備を検討します。  
（生活道路の整備） 

◆ 地域の未整備道路や狭小な道路は，安全な歩行者空間と十分な道路幅員を

確保するための整備を推進します。  
◆ 生活道路の安全性を確保するため，交差点改良等の整備を推進します。  

（道路の維持・管理） 

◆ 歩道については，誰もが安全に通行できるよう，ユニバーサルデザインの

考え方をふまえた改修を推進します。  
◆ 円滑な道路交通を維持するため，道路の維持・管理に努めます。  
◆ 市民の協力を得て道路の維持・管理や環境美化活動を行う「アダプト・ア・

ロード」を推進し，美しい街路景観を維持します。  
◆ 災害時の避難路や輸送路に位置づけられている幹線道路については，橋梁

耐震補強を推進するなど，災害時における機能確保を図ります。  
 

（３）道路及び道路構造物等の維持・管理の推進と長寿命化 

◆ 老朽化が進んでいる道路や橋梁等の道路構造物については，安全性を確保

するため，長寿命化に向けた計画的な維持・管理や改修を推進します。  
 

（４）公共交通の充実 

（つくばエクスプレスの活用） 

◆ つくばエクスプレスを，「東京都心とつくば市

を直結する広域的な路線」及び「広域交流拠点

とつくばエクスプレス沿線を連絡するなど，市

内交通の中枢を担う路線」として，その活用を

促進します。また，関係機関と協議・連携しな

がら，更なる利便性・快適性の向上を目指しま

す。  
（公共交通体系の利便性向上） 

◆ 公共交通体系については，つくばエクスプレス各駅を拠点としつつ，鉄道

とバス等の相互連携を図りながら，更なる利便性の向上に努めます。 

◆ 地域の交通拠点を整備することで，パーク＆バスライドやサイクル＆バス

ライドの利用促進を図り，公共交通の利用圏域の拡大を図ります。  
◆ 公共交通の利便性向上を図るため，新たな公共交通システムについて検討

します。  

提供：つくばエクスプレス
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◆ 広域的な公共交通については，近隣自治体や関係機関等と協議し，更なる

利便性向上について検討します。  
（つくばエクスプレス各駅の周辺整備） 

◆ 交通結節点としての役割を担う駅前広場，送

迎車用駐車場，駐輪場等を適切に維持・管理し

ていきます。また，駐輪場等については，今後

の需要をふまえつつ，整備・拡充を図ります。  
◆ つくばセンター地区のにぎわい創出や交通結

節機能の強化等に配慮したターミナルビルの活

用を推進します。  
◆ つくばエクスプレス各駅の周辺において，新たな施設整備やサイン設置を

する際には，ユニバーサルデザインに配慮した整備を推進します。  
（バス交通等） 

◆ 一般路線バスは，近隣都市間を連絡する路線

と市内の路線の連携を促進し，市内バス路線網

の充実を図るとともに，つくばエクスプレス各

駅を交通拠点として，利用者のニーズに応じた

運行本数や運行時間等を検討し，交通ネットワ

ークの充実を図ります。  
◆ 一般路線バスの補完機能を持つコミュニティ

バスやデマンド型タクシーについては，一般路線バスとの効果的な連携に向

けて，運行ルートや運行本数等の見直しによる利便性の向上を図ります。  
◆ 工業団地等の就業者の交通利便を確保することを目的として，企業等と連

携しながら，循環バス，契約運行バス，デマンドバス等を検討します。  
（公共交通の利用促進と連携） 

◆ 道路交通の混雑を緩和し都市環境の改善を図るため，つくばエクスプレス

の積極的な利用を促すことによって，自動車と公共交通機関との効率的な機

能分担を促進します。  
◆ バス優先路線の確保，公共交通の充実，歩行者機能の向上，自転車による

移動のしやすさの確立など，各種交通施策の実施を検討し，関係機関等と協

議，連携を図っていきます。  
（駐車場整備地区） 

◆ つくば駅周辺においては，商業・業務施設，

公共施設等の駐車場需要への対応や円滑な道路

交通を確保するため，必要に応じて，周辺環境

との調和や立地条件を考慮した駐車場の整備を

検討します。  
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（５）歩行空間の安全確保 

（歩行空間の安全確保） 

◆ 市街地内の道路，各種拠点へアクセスする道路及びつくばエクスプレスの

各駅前広場については，誰もが安全に利用できる歩行空間の創出・確保を推

進します。  
◆ 学校や病院，公共施設等の周辺については，誰もが安全・安心に通行でき

る歩行空間の確保に努めます。特に，通学路については，関係者と連携しな

がら合同点検の実施や通学路交通安全プログラムの充実を図ります。  
（歩道の維持・補修等） 

◆ 快適な歩行空間を確保するため，既存の歩行空間の状況を点検するととも

に，ユニバーサルデザインにも配慮しながら，維持・補修等を推進します。

また，樹木の適切な維持・管理により，見通しの確保にも努めます。  
（ペデストリアンデッキ） 

◆ つくば市の特徴的な都市施設であるペデストリアンデッキは，街路樹の保

全など，適切な維持・管理を図るとともに，にぎわい創出に向けた活用方策

も検討します。  
 
（６）自転車利用環境の整備 

（自転車道路ネットワークづくり） 

◆ 研究学園地区のペデストリアンデッキやつくば

りんりんロードを活用するとともに，自転車レー

ン等の自転車走行空間の整備を推進し，市内を安

全で快適に走行できる自転車道路ネットワークの

形成を図ります。  
◆ ペデストリアンデッキ等の自転車・歩行者専用

道路の整備に当たっては，歩行者と自転車の通行

を分離するなど，歩行者の安全に十分配慮しま

す。  
（駐輪場） 

◆ つくばエクスプレス各駅周辺に駐輪場の整備

を推進し，自転車利用者が鉄道やバスを利用し

やすい環境整備を図ります。  
（レンタサイクル） 

◆ 鉄道利用の通勤・通学者または観光客等も含

め，つくばエクスプレス各駅周辺でのレンタサ

イクルなど，自転車利用システムの導入を検討

します。  
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